
第２期総合戦略策定に向けた⽅向性
１ 国の⽅針
令和元年６⽉21⽇にまち・ひと・しごと創⽣基本⽅針2019を策定（閣議決定）し、本年12⽉に国版総合戦

略を策定するスケジュールが⽰された。
継続を⼒にし、より⼀層充実・強化するとして、４つの基本⽬標である
①しごと ②ひとの流れ ③結婚・出産・⼦育て ④地域づくりと連携 を承継しつつも、

新たな視点として以下の６点が掲げられた。
（1） 地⽅へのひと・資⾦の流れの強化 （2） 新しい時代の流れを⼒にする （3） ⼈材を育て活かす
（4） ⺠間と協働する （5） 誰もが活躍できる地域社会をつくる （6） 地域経営の視点で取り組む

２ 市の⽅針
第２次総合計画は、⼈⼝減少社会への対応を踏まえて策定したものであり、総合戦略に盛り込

むべき事項はほぼ網羅している。
そこで、総合戦略では、総合計画の各施策を国の⽰す４つの基本⽬標に振り分けることを基本

として第２期の総合戦略策定を進める。
また、新たな視点として⽰されている（4）協働や（6）地域経営の視点は、既に総合計画に

おいても採⽤されているものであることから組み込むこととし、その他の視点については組込み
を検討する。
更に、第１期において重点戦略として掲げた「市⺠を始めとした地域内外の⼈材を巻き込んで

新しい化学反応を起こす、“胎内”の名を活かした「インキュベーション・シティ」へ」について
は、市名を活かした特徴であると考えられることから継承する。
⾻⼦等のイメージ案は別添のとおり。
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